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論
　
　

説

環
境
保
全
と
南
北
問
題
の
相
克

―

熱
帯
雨
林
・
生
物
多
様
性
の
映
像
受
容
に
み
る
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
差

香
　

坂
　
　
　

玲

　

本
稿
で
は
熱
帯
雨
林
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
テ
ー
マ
と
す
る
同
一
の
題
材

を
、
異
な
る
南
北
の
グ
ル
ー
プ
が
視
聴
し
た
場
合
、
受
容
に
違
い
は
あ
る
の
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
。
次
に
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
学
生
グ
ル
ー
プ
に
、

熱
帯
雨
林
と
生
物
多
様
性
を
描
い
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
（
C 

M
）
を

視
聴
し
た
後
に
、
自
分
た
ち
の
視
点
か
ら
C 
M
の
改
善
点
を
提
案
す
る
よ
う
に

グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
て
も
ら
っ
た
。
両
グ
ル
ー
プ
の
議
論
内
容
に
基
づ
き
、
ど
の

よ
う
に
C 

M
を
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
日
本
人
グ
ル
ー
プ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
熱
帯
雨
林
と
生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
賛
否
自
体
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
、
熱
帯
雨
林
で
現
在
進
行
中
で
あ
る
「
負
の
側
面
」
に
つ
い
て
注

目
し
た
提
言
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、C 

M
の
映
像
は
、彼
ら
に
と
っ
て
の
リ
ア
テ
ィ

を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
C 

M
が
、
グ
ル
ー
プ

討
論
の
題
材
と
し
て
の
可
能
性
を
示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

： 
熱
帯
雨
林
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
、

日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

N
orth-South D

im
ension of ‘ R

eading’  C
om

m
ercial Film

s:

A
n international audience study using com

m
ercial film

s on conservation 

of rainforests and biological diversity

K
ohsaka, R

yo

T
he conservation of rainforests are contentious issue betw

een the 

developed and developing countries.  T
his collision or so-called “ north-

south problem
”  provides us w

ith a unique opportunity to explore the 

different perceptions of the sam
e environm

ental aw
areness raising 

m
aterial by different groups from

 north and south.  F
irst, the paper 

review
s the history of environm

ental politics and treaties, as general 

background.  In the review
, the shift in the dialogue arena is highlighted, 

m
oving from

 “east-w
est” dim

ension under the cold w
ar to the “north-

south”  dim
ension.  A

s an em
pirical enquiry, a set of Japanese and 

Indonesia students groups is asked to w
atch a com

m
ercial film

 (C
M

) 

describing rainforests and biodiversity.  T
he group w

as then asked to give 

suggestions to im
prove the C

M
 from

 their point of view
s.  B

oth audience 

groups w
ere asked to discuss w

ithin the group participants on the film
 

and the topic.  B
ased on content of the discussion, the perceptions of tw

o 
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audience groups w
ere exam

ined.  T
he C

M
 w

as broadcasted in the 1990s 

as an environm
ental aw

areness-raising advertisem
ent.  T

his film
 from

 

the 1990s is contained in the C
M

 archives at the International R
esearch 

C
enter for Japanese Studies.  T

he results from
 the tw

o groups indicated 

that the Japanese had perception that the conservation of the rainforests 

and biodiversity w
as natural and pros and cons w

ere not discussed.  

R
ather than discussing the contents, or north-south dim

ension, the 

discussion focused on experience of w
atching C

M
 in the classroom

.  

A
lternatively, suggestions w

ere m
ade to include on-going negative events 

and threats to the rainforests from
 the Indonesian groups.  It w

as im
plied 

that the C
M

 did not reflect the “ reality”  from
 their perspectives.  In 

conclusion, the perceptions of the C
M

 reflected the political grounds of 

the tw
o groups.  Furtherm

ore, it w
as dem

onstrated that the C
M

 is useful 

m
aterial to stim

ulate group of people to initiate dialogues and discussions 

on political and culturally sensitive issues.  T
he results indicate the 

potential of the C
M

 for contributing to the explorations of audience in 

different cultural settings.

K
ey W

ords:  R
ainforests, A

udience S
utdy, C

om
m

ercial F
ilm

s, Japan, 

Indonesia

1
．
は
じ
め
に

　

熱
帯
雨
林
、
湿
地
、
河
川
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
議
論
で

は
、
そ
の
破
壊
と
あ
わ
せ
て
、
そ
こ
に
生
息
し
て
い
る
生
物
多
様
性
の
喪
失
も

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
言
葉

が
含
む
範
囲
は
、
進
化
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
・
適
用
様
式
を
示
す
よ
う

に
な
っ
た
生
物
の
間
に
み
ら
れ
る
変
異
性
を
示
す
概
念
で
あ
り
、
薬
、
食
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
通
じ
て
人
類
の
生
存
基
盤
の
重
要
な
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。
単
に
生
き
物
の
数
、
種
類
の
多
さ
の
み
な
ら
ず
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の

多
様
性
、
生
態
系
の
な
か
の
食
物
連
鎖
や
生
殖
な
ど
の
複
雑
な
相
互
作
用
に
ま

で
及
ぶ
。
そ
の
包
括
性
ゆ
え
に
、
学
術
界
の
外
で
は
一
般
的
な
用
語
と
し
て
十

分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
が
損
な
わ
れ
た
場
合
の
不
利

益
や
危
険
性
が
具
体
性
を
持
っ
て
伝
わ
ら
な
い
こ
と
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国

の
利
害
対
立
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
普
及
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
生
物

多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
不
都
合
や
、
発
展
途
上
国
が
先
進
国
に

対
し
て
抱
え
て
い
る
不
満
は
、
日
本
で
は
一
般
的
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
を
含
む
先
進
国
で
は
環
境
の
保
護
が
世
界
的
に
共
有
さ
れ
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
実
際
の
国
際
政
治
で
は
大

き
く
異
な
る
。
熱
帯
雨
林
や
生
物
多
様
性
は
発
展
途
上
国
に
偏
在
し
て
お
り
、

歴
史
的
に
は
発
展
途
上
国
が
自
国
の
自
然
資
源
を
開
発
す
る
こ
と
で
豊
か
に
な

る
権
利
を
主
張
す
る
一
方
で
、
先
進
国
が
そ
の
保
護
を
訴
え
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
進
国
と
発
展
途
上
国
で
の
言
説
の
相
違
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

映
像
（
C 

M
）
と
い
う
映
像
表
現
を
め
ぐ
る
表
象
と
受
容
の
あ
り
方
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
帯
雨
林

と
生
物
多
様
性
の
保
護
を
テ
ー
マ
と
す
る
C 

M
を
取
り
上
げ
、
日
本
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
い
う
異
な
る
文
脈
で
の
「
読
ま
れ
方
」
の
同
一
性
と
相
違
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
両
国
は
貿
易
や
政
府
間
援
助
で
関
係
が
深
く
、
特
に
林
業
や
森
林
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の
保
全
の
分
野
で
は
顕
著
で
あ
り
、
森
林
は
共
通
し
た
関
心
事
項
と
も
い
え
る

が
、
そ
の
保
護
を
め
ぐ
る
言
説
は
異
な
る
。
本
稿
で
は
両
国
の
言
説
の
相
違
を

前
提
と
し
て
、
討
論
の
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
C 

M
の
受
容
の
差
異
に
注
目
す

る
。
そ
の
際
に
、
特
に
動
物
の
表
象
と
受
容
の
違
い
に
本
稿
で
は
着
目
し
て
い

く
。
題
材
と
し
た
C 

M
は
、
二
〇
〇
四―

二
〇
〇
五
年
度
の
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映
像
に
み
る
物
質
文
化
と
情
報

文
化
」（
代
表
　

山
田
奨
治
）
の
A 

C 

C
賞
受
賞
作
品
の
C 

M
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

を
活
用
し
た
。
A 

C 

C
賞
は
、
社
団
法
人
全
日
本
シ
ー
エ
ム
放
送
連
盟
に
よ
っ

て
主
催
さ
れ
て
い
る
。
C 

M
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
異
な
る
関
係
団

体
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の
視
点
か
ら
優
れ
て
い
る
と
み
な
す
作
品
を
選
考

し
、
そ
れ
を
賞
揚
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
史
と
し
て
後
世
に
残
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
本
稿
で
は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
対
立
を
軸
と
し
な
が
ら
、
熱
帯

雨
林
や
生
物
多
様
性
の
保
護
に
関
す
る
国
際
政
治
を
概
観
し
て
い
く
。
次
に
、

そ
の
国
際
的
な
議
論
に
お
い
て
動
物
の
表
象
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。そ
の
後
、視
覚
的
資
料
の
分
析
に
関
す
る
理
論
的
な
議
論
を
レ
ビ
ュ
ー

す
る
。
続
い
て
、
熱
帯
雨
林
・
生
物
多
様
性
の
保
全
を
訴
え
た
C 

M
を
日
本
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ
視
聴
し
て
も
ら
い
、
そ
の
C 

M
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
し
て
も
ら
っ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
先
進
国
と
発
展
途
上

国
で
の
言
説
の
相
違
が
C 

M
に
対
す
る
受
容
の
あ
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
検
証
を
行
な
う
。
レ
ビ
ュ
ー
で
み
る
よ
う
に
、
多
く
の
学
問

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
題

材
に
つ
い
て
発
展
途
上
国
と
先
進
国
双
方
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
分
析
し
た
事

例
は
、
ま
だ
希
少
で
あ
る
。
同
時
に
、
両
国
民
の
反
応
の
違
い
を
試
す
と
い
う

国
際
比
較
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
論
的
レ
ビ
ュ
ー
や
政
治
背
景
を
踏
ま
え
、
環
境

や
資
源
を
め
ぐ
る
言
説
や
政
治
的
な
力
学
を
分
析
し
て
い
く
。

2
． 

熱
帯
雨
林
及
び
生
物
多
様
性
の
保
護
に
関
す
る
国
際
政
治

の
概
略

　

環
境
保
全
の
た
め
に
、
な
ぜ
国
際
協
力
や
国
際
協
調
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
環
境
が
技
術
・
科
学
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
国
際
政
治
の
流
れ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
環
境
を
め
ぐ

る
国
際
政
治
の
動
向
の
全
体
像
を
概
観
し
た
後
に
、
熱
帯
雨
林
と
生
物
多
様
性

の
保
護
に
関
す
る
議
論
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
「
南
北
問
題
」
が
国
際
的
な
環
境
条
約
や
国
際
政
治

の
場
で
登
場
す
る
背
景
に
は
、
実
は
「
東
西
対
立
」
で
あ
る
冷
戦
の
終
結
が
関

係
し
て
い
る
。
冷
戦
下
で
は
、
環
境
に
関
す
る
国
際
交
渉
が
、
い
わ
ゆ
る
西
側

諸
国
と
共
産
主
義
を
掲
げ
る
諸
国
と
の
対
話
の
場
（
少
な
く
と
も
対
話
の
努
力

を
継
続
さ
せ
る
場
）
と
し
て
、
象
徴
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
面
が
あ
る
。

軍
事
や
人
権
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
と
比
較
し
て
、
環
境
は
両
陣
営
が
歩
み
寄
り
や

す
い
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
欧
州
に
お
け
る
酸
性
雨
の
問
題
は
、
冷
戦
下
で

の
対
話
継
続
と
い
う
政
治
的
な
動
機
と
、
実
際
に
湖
水
や
森
林
な
ど
に
被
害
が

あ
っ
た
北
欧
諸
国
の
利
害
が
一
致
し
て
国
際
的
な
条
約
が
成
立
し
た
経
緯
が
あ

る
（
香
坂
、
二
〇
〇
六
）。
非
政
府
組
織
（
N 

G 

O
）
な
ど
の
市
民
レ
ベ
ル
で

の
交
流
も
、
実
態
と
し
て
は
平
和
や
人
権
に
関
わ
る
運
動
で
あ
っ
て
も
、
建
前
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と
し
て
環
境
と
い
う
看
板
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
冷
戦

の
終
結
を
招
い
た
一
九
八
十
年
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
多

く
が
、
環
境
団
体
と
い
う
名
目
で
登
録
さ
れ
た
団
体
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
体

制
変
換
を
促
す
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

冷
戦
の
終
結
と
同
時
に
、
環
境
に
関
わ
る
国
際
的
な
環
境
条
約
や
国
際
政
治

の
場
で
、
皮
肉
に
も
「
南
北
問
題
」
が
顕
在
化
す
る
（
宮
田
、
二
〇
〇
六
）。

冷
戦
と
い
う
東
西
の
政
治
的
な
綱
引
き
の
な
か
で
は
、
地
球
規
模
で
の
環
境
条

約
の
交
渉
は
複
雑
化
し
た
。
ま
た
、
相
手
方
の
陣
営
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を

恐
れ
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
圧
政
や
汚
職
に
対
処
を
迫
る
こ
と
を
躊
躇
す
る

遠
慮
も
あ
っ
た
。
冷
戦
が
終
わ
る
と
、
地
球
規
模
で
の
環
境
条
約
の
交
渉
を

行
な
う
土
壌
が
整
い
、
さ
ら
に
先
進
国
は
発
展
途
上
国
に
対
し
て
、「
経
済
支

援
・
援
助
の
効
果
改
善
」、
後
に
は
（
汚
職
の
削
減
や
行
政
の
説
明
責
任
の
遂

行
な
ど
を
迫
る
）「
良
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
な
ど
を
掲
げ
て
体
質
の
改
善
を
迫
っ

た
。
一
方
の
発
展
途
上
国
も
「
宗
主
権
」「
自
ら
開
発
す
る
権
利
」
を
主
張
し
た
。

一
九
九
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
正
式
の
会
議
の
名

称
が
国
連
環
境
開
発
会
議
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
環
境
」
を
単

独
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
「
環
境
と
開
発
」
が
一
つ
の
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
政

治
的
問
題
と
し
て
国
際
的
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
端
的
に
象
徴
し
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
熱
帯
雨
林
保
全
に
関
す
る
議
論
で

は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
貧
富
の
格
差
と
資
源
の
分
配
の
公
平
性
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
ま
で
の
焦
点
と
な
っ
て

き
た
。
熱
帯
雨
林
の
破
壊
に
関
し
て
も
、
熱
帯
雨
林
消
失
の
原
因
と
し
て
、
貧

困
と
人
口
圧
力
、
地
元
住
民
に
よ
る
焼
畑
、
企
業
に
よ
る
伐
採
、
木
材
貿
易
に

よ
る
輸
出
入
の
是
非
な
ど
が
日
本
の
学
術
誌
や
新
聞
で
議
論
の
中
心
に
な
っ
て

い
た
。
貧
富
の
格
差
や
木
材
貿
易
な
ど
、
南
北
問
題
の
要
素
が
論
点
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
（K

ohsaka, 2000

）。
よ
り
過
激
な
例
で
は
、
一
九
八
〇

年
代
は
「
熱
帯
雨
林
消
失
の
原
因
は
地
元
の
焼
畑
文
化
」
と
主
張
す
る
商
社

の
漫
画
広
告
や
、「
日
本
は
熱
帯
林
か
ら
出
て
行
け
！
」
と
書
い
た
国
際
的

N 

G 

O
の
垂
れ
幕
な
ど
も
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
も
、

発
展
途
上
国
は
、
先
進
国
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
よ
り
大
き
な
負
担

を
担
う
べ
き
だ
と
し
、
森
林
や
生
物
多
様
性
保
護
の
た
め
に
は
、「
共
通
だ
が

差
異
あ
る
責
任
」「
自
然
資
源
の
宗
主
権
」「
先
進
国
か
ら
の
技
術
移
転
」
な
ど

を
国
際
交
渉
の
場
で
提
唱
し
て
き
た
。一
方
の
先
進
国
は
、「
共
通
の
責
任
」、「
地

球
規
模
で
の
環
境
条
約
と
保
全
」、「
技
術
や
特
許
の
知
的
財
産
権
」
な
ど
の
重

要
性
を
強
調
し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
国
連
環
境
開
発
会
議
で
採
択
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
世
界
森
林
条
約
は
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
声
明
に
落
ち
着

い
た
。
ま
た
、
採
択
に
至
っ
た
生
物
多
様
性
条
約
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
、
砂

漠
化
対
処
条
約
に
お
い
て
も
、
南
北
対
立
に
よ
っ
て
条
約
の
内
容
は
後
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

　

要
約
す
る
と
、「
東
西
対
立
」
の
も
と
で
は
、
そ
の
中
立
色
ゆ
え
に
環
境

に
関
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
や
条
約
が
政
治
的
交
渉
の
題
材
と
し
て
選
ば
れ
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
そ
れ
は
南
北
が
対
立
す
る
政
治
的
な
空
間
へ

と
変
質
し
て
い
っ
た
。
東
西
対
立
で
は
、
政
策
担
当
者
や
政
治
家
な
ど
比
較
的

限
定
さ
れ
た
参
加
者
が
国
連
、
経
済
協
力
開
発
機
構
な
ど
を
舞
台
に
交
渉
し
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
科
学
者
と
の
連
携
や
、
冷
戦
終
結
に
か
け
て
の
N 

G 

O
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の
活
躍
も
あ
っ
た
が
、
全
般
的
に
は
い
わ
ゆ
る
政
治
的
な
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
交

渉
で
あ
っ
た
。
東
西
か
ら
南
北
対
立
へ
と
焦
点
が
移
行
す
る
と
、
対
立
す
る
政

府
が
単
純
に
入
れ
替
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
意
思
決
定
に
参
加
す
る
層
が
広

が
っ
た
。
環
境
保
護
団
体
な
ど
の
N 

G 

O
の
台
頭
、
漫
画
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
関
係
団
体
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
先
鋭
化
な
ど
が
特
色
と

な
っ
て
い
る
。「
南
北
」
と
い
っ
て
も
、
先
進
国
の
N 

G 

O
が
発
展
途
上
国
の

政
府
と
共
闘
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
存
在
し
、
単
純
に
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の

政
府
が
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
の
テ
レ
ビ
C 

M
も
、
こ
の
よ
う

な
南
北
問
題
が
激
化
し
て
い
く
過
程
の
時
代
に
放
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

3
．
動
物
の
表
象
の
果
た
し
た
役
割

　

前
節
で
は
、
熱
帯
雨
林
や
生
物
多
様
性
の
保
護
を
め
ぐ
る
交
渉
が
南
北
問
題

と
結
合
し
て
い
く
過
程
を
み
て
き
た
。
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
街
頭
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
交
渉
の
方
向
性
を
決
定
す

る
上
で
重
要
度
を
増
し
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。「
南
北
問
題
」「
表
象
」

に
注
目
す
る
理
由
が
列
挙
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
動
物
な
の
か
と
い
う
疑
問
に
も
答

え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
、
特
に
動
物
の
表
象
と
受
容
の
違
い
に
着

目
し
て
い
く
理
由
と
し
て
、
注
目
を
集
め
る
道
具
的
な
存
在
と
し
て
動
物
が
利

用
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
指
摘
し
た
い
。
こ
の
節
で
は
、
特
に
熱
帯
雨
林
や
生
物

多
様
性
の
保
護
と
い
う
文
脈
で
、
な
ぜ
動
物
の
表
象
を
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ

る
の
か
を
議
論
す
る
。

　

テ
レ
ビ
C 

M
を
含
め
、
映
像
、
冊
子
、
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
、
生
物
多
様

性
の
重
要
性
を
広
く
訴
え
る
手
法
と
し
て
、
保
護
す
べ
き
場
所
に
動
物
を
効
果

的
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
が
一
つ
の
定
石
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
湿
地
で
あ
れ
ば
渡

り
鳥
、
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
れ
ば
熱
帯
魚
な
ど
、
保
護
す
べ
き
「
場
」
の
価
値
と

そ
の
保
護
の
た
め
の
共
感
を
呼
び
起
こ
す
ア
イ
コ
ン
と
し
て
決
定
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
短
時
間
で
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

C 

M
や
、
報
道
機
関
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
経
済
・
政
治
的
に
重
要
と
な
る

国
際
機
関
や
N 

G 

O
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
尚
更
重
要
で
あ
る
。
短
時
間
で
、

な
る
べ
く
広
く
共
感
を
呼
ぶ
た
め
、
微
生
物
や
昆
虫
よ
り
も
親
し
み
が
あ
る
哺

乳
類
が
多
用
さ
れ
る
。
哺
乳
類
が
昆
虫
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、
本

稿
が
分
析
対
象
と
す
る
C 

M
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
、動
物
、

特
に
哺
乳
類
は
自
然
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
集
約
し
て
伝
え
る
ア
イ
コ

ン
と
し
て
登
場
す
る
ケ
ー
ス
が
、
生
物
多
様
性
の
議
論
で
は
多
い
。

　

「
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
動
物
を
愛
し
、
そ
の
思
い
は
共
通
で
あ
る
」
と
い
う

一
般
的
な
神
話
が
心
地
よ
く
響
く
。
し
か
し
、
現
実
に
は
動
物
の
表
象
は
、
文

化
間
の
距
離
や
差
異
を
強
調
す
る
道
具
的
な
役
割
も
果
た
し
て
き
た
。
動
物
の

扱
い
を
め
ぐ
る
対
立
で
は
、
実
は
異
な
る
人
間
の
集
団
や
社
会
の
政
治
・
宗
教

的
対
立
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い

）
1
（

。
例
え
ば
本
稿
の
焦
点
は
、
先
進
国
と
し

て
の
日
本
と
発
展
途
上
国
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
立
に
あ
り
、
動
物
の

表
象
を
介
し
て
二
種
の
人
間
社
会
の
力
学
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
捕
鯨
、

実
験
動
物
、
食
事
な
ど
が
国
際
的
な
摩
擦
の
種
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
動
物

の
表
象
が
、
国
際
と
国
内
を
問
わ
ず
異
な
る
集
団
の
線
引
き
の
き
っ
か
け
と
し

て
作
用
し
う
る
こ
と
を
示
す
事
例
に
は
事
欠
か
な
い
。
例
え
ば
、
英
国
で
は
動
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物
実
験
を
め
ぐ
っ
て
は
対
立
が
激
化
し
、
日
系
企
業
を
標
的
に
し
た
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
な
ど
も
生
じ
た
（E

lliott, 2003

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
動
物
の
表
現
や
表
象
は
感
情
や
文
化
的
対
立
の
要
素
を
は
ら

ん
で
お
り
、
分
析
者
の
視
点
や
立
場
の
中
立
性
が
問
わ
れ
る
題
材
で
あ
る
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
領
域
を
対
象
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
と
そ
の
視
聴
者

へ
の
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
方
法
論
に
つ

い
て
考
察
を
行
な
う
。

4
．
方
法
論

　

熱
帯
雨
林
の
保
全
と
生
物
多
様
性
の
保
全
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
南
北
の
対

立
を
背
景
に
動
物
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
表
象
が
焦
点
と
な
る
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
や

広
告
に
お
け
る
視
覚
的
題
材
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
方
法
論
は
、「
図
像
」

「
生
産
」「
視
聴
者
」
の
三
領
域
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
（R

ose, 2001

）。
定
量
・

定
性
の
対
立
で
は
な
く
、
研
究
対
象
に
よ
る
領
域
で
あ
る
点
に
注
意
し
て
ほ
し

い
。

　

第
一
に
「
図
像
」
の
領
域
で
は
、
絵
や
イ
メ
ー
ジ
自
体
を
分
析
す
る
。
美
術

的
な
絵
画
構
成
の
解
釈
論
、
広
告
へ
の
記
号
論
、
心
理
学
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

な
ど
が
該
当
す
る
。
専
門
家
だ
け
が
読
み
解
け
る
と
さ
れ
て
い
た
絵
画
や
広
告

を
、
段
階
的
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
解
釈
し
て
い
く
こ
と
で
科
学
的
な
議
論
へ

結
び
つ
け
た
。
た
だ
し
現
実
に
は
、「
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
発
信
さ
れ
た
も
の

な
の
か
」
と
い
う
文
脈
か
ら
独
立
し
て
人
々
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
接
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
同
じ
店
の
看
板
で
も
、
美
術
館
に
あ
る
場
合
と
街
で
見
か
け

る
場
合
で
は
解
釈
が
異
な
る
。
従
っ
て
、
同
じ
雑
誌
で
過
去
二
〇
年
間
の
表
現

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
調
べ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
程
度

限
定
さ
れ
た
仮
説
を
検
証
す
る
の
に
留
ま
る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
。

　

「
生
産
」
の
領
域
で
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
流
さ
れ
る
映
像
や
広
告

の
組
織
的
な
構
造
や
力
学
の
分
析
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
映
像
や
図
を
商
品

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
流
通
過
程
に
注
目
し
て
い
る
。
内
容
自
体
よ
り
も
、
そ

の
内
容
を
創
り
、
流
通
さ
せ
る
構
造
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
行
政
や

社
会
へ
と
分
析
手
法
は
及
ん
で
い
く
。
ま
た
、
環
境
広
告
を
出
稿
し
て
い
る
企

業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
こ
の
領
域
に
含
ま
れ
よ
う
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
、
N 

T 

T
ド
コ
モ
な
ど
代
表
的
企
業
に
よ
る
環
境
広
告
の
特
質
、

企
業
側
の
考
え
る
演
出
や
社
会
心
理
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
が
発
表
さ
れ
つ
つ

あ
る
（
関
谷
、
二
〇
〇
五
）。

　

さ
て
、「
図
像
」
も
「
生
産
」
も
焦
点
は
専
門
家
や
生
産
す
る
側
を
主
に
対

象
と
し
て
き
た
が
、
市
民
や
消
費
者
と
し
て
世
論
や
市
場
を
形
成
す
る
受
け
手

の
分
析
と
し
て
「
視
聴
者
」
も
重
要
な
分
析
対
象
で
あ
っ
た
。
古
く
は
、
あ
る

広
告
の
効
果
を
測
る
手
法
と
し
て
、
投
票
行
動
や
消
費
者
と
し
て
の
嗜
好
の

デ
ー
タ
分
析
が
存
在
し
て
き
た
。
特
に
ド
イ
ツ
や
日
本
で
独
裁
体
制
を
誕
生
さ

せ
た
、投
票
者
や
国
民
の
行
動
な
ど
が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、最
近
で
は
「
単

一
で
統
一
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
」
と
い
う
前
提
が
批
判
さ
れ
、
読
み
手

の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
多
様
性
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
山
口
、

二
〇
〇
一
）。
米
国
の
メ
デ
ィ
ア
学
者T

hom
pson

（1995

）
は
、マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
と
い
う
言
葉
の
裏
に
あ
る
、
単
一
で
均
等
な
「
マ
ス
」
と
い
う
の
は
学
者
の

勝
手
な
想
定
で
あ
る
と
切
り
捨
て
、
実
際
に
解
釈
と
い
う
行
為
は
、
人
と
話
し
、
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笑
い
な
ど
の
感
情
を
伴
い
な
が
ら
繰
り
返
し
反
芻
し
て
行
な
わ
れ
る
、
非
常
に

能
動
的
で
活
動
性
の
あ
る
行
為
だ
と
述
べ
て
い
る
。
受
動
的
で
単
一
な
集
団
か

ら
、
意
味
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
を
行
な
う
集
団
へ
と
「
視
聴
者
」
の
見
方
が
転

換
し
た
た
め
に
、
研
究
の
方
法
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
例
え
ば
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
映
像
や
写
真
を
使
用
し
て
研
究
を
行
な
う
場
合
で
も
、
グ
ル
ー

プ
討
論
を
行
な
う
と
い
う
よ
う
に
、
対
象
者
が
よ
り
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く

形
態
の
調
査
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
環
境
行
政
で
も
、
専
門
家
主
導
の

ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
か
ら
住
民
の
参
加
を
配
慮
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
き
た

時
期
と
重
な
り
、
方
法
論
の
議
論
に
留
ま
ら
な
い
大
局
的
な
変
化
で
あ
っ
た
。

　

熱
帯
雨
林
破
壊
の
議
論
を
上
記
の
三
類
型
で
分
類
す
る
と
、
ど
の
領
域
に
注

目
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
焼
畑
を
非
難
す
る
商
社
の
漫
画
も
登
場
し
た

し
、
国
際
的
な
N 

G 

O
な
ど
は
、
地
元
住
民
の
脅
か
さ
れ
る
生
活
や
熱
帯
雨

林
の
動
植
物
の
美
し
さ
を
強
調
す
る
写
真
を
多
く
用
い
た
。
破
壊
の
原
因
に
対

す
る
認
識
で
は
全
く
対
立
す
る
両
者
で
あ
る
が
、
双
方
が
自
分
た
ち
の
主
張
を

象
徴
す
る
「
図
像
」
を
生
産
し
、
視
覚
的
な
シ
ン
ボ
ル
の
威
力
を
利
用
し
て
い

た
点
は
共
通
し
て
い
る
。
当
時
の
科
学
者
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
指
摘
の
多
く

は
、
専
門
家
の
立
場
か
ら
の
「
図
像
」
の
解
説
や
誤
謬
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
当

時
の
緊
迫
し
た
空
気
の
な
か
で
は
、
図
像
の
流
通
し
た
構
造
や
力
関
係
、
視
聴

者
の
受
容
な
ど
へ
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
視
聴
者
と
い
う
視
点

か
ら
は
、
熱
帯
雨
林
破
壊
の
映
像
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
ど
の
よ
う
な
論
点

に
共
感
や
疑
問
を
感
じ
た
の
か
。
企
業
、
N 

G 

O
、
科
学
者
に
と
っ
て
重
要

な
情
報
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
反
応
を
記
録
し
た
資
料
は
多
く
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
デ
ー
タ
収
集
の
段
階
に
お
い
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
注
目
す
る

以
外
に
、
分
析
の
枠
組
と
し
て
既
存
研
究
の
分
類
を
参
考
と
し
た
。
既
述
の
よ

う
に
、
デ
ー
タ
収
集
の
段
階
で
は
、
研
究
者
が
題
材
の
解
釈
を
行
な
う
の
で
は

な
く
、
被
験
者
で
あ
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
自
身
で
題
材
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー

プ
議
論
を
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
議
論
の
内
容
を
分
析
す
る
段

階
で
は
、
過
去
の
動
物
を
扱
う
広
告
や
C 

M
の
経
験
に
基
づ
い
た
議
論
を
踏

ま
え
、
そ
の
形
式
や
区
分
を
借
り
た
。
本
稿
で
は
、
既
存
研
究
と
し
て
テ
レ
ビ

C 

M
に
お
け
る
動
物
の
表
象
を
分
析
対
象
と
し
た
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー
（
二
〇
〇

七
）
の
議
論
を
踏
ま
え
、
そ
の
枠
組
で
あ
っ
た
愛
着
、
栄
養
、
道
具
、
自
然
の

一
部
、
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
五
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
適
用
可
能
性
を
、
日
本
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
放
映
さ
れ
た
C 

M
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
五
類
型
はL

erner

と

K
alof

（1999

）
を
も
と
に
、
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー
が
考
案
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

L
erner

とK
alof

（1999

）
及
び
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー
（
二
〇
〇
七
）
は
、
双
方
と

も
に
「
テ
レ
ビ
に
お
け
る
動
物
の
表
象
を
用
い
た
広
告
」
を
対
象
と
し
て
お
り
、

本
稿
で
参
考
と
す
る
の
に
特
化
し
、
適
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
対
象
と

す
る
広
告
は
特
定
の
企
業
で
は
な
く
、
企
業
連
合
の
広
告
で
あ
り
、
よ
り
公
共

広
告
に
近
い
性
質
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
と
日
本

（
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
い
う
放
映
さ
れ
た
文
化
と
地
域
の
違
い
を
前
提
と

し
た
上
で
、
類
型
化
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
、L

erner

とK
alof

（1999

）
に
基
づ
い
た
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー
（
二

〇
〇
七
）
に
よ
る
枠
組
を
説
明
す
る
と
、
以
下
の
類
型
と
な
っ
て
い
る

：

一
　

（
ペ
ッ
ト
や
心
の
交
流
が
あ
る
）
愛
着
の
対
象
と
し
て
動
物
と
し
て
。

ペ
ッ
ト
食
品
の
広
告
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
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二
　

対
照
的
に
（
蚊
な
ど
の
よ
う
に
人
間
を
邪
魔
す
る
）
迷
惑
な
存
在
と
し

て
。
保
護
や
予
防
な
ど
の
広
告
で
顕
著
だ
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ケ
ー
ス

も
見
か
け
ら
れ
る
。

三
　

（
動
物
を
異
な
る
目
的
の
道
具
と
し
て
。
食
品
や
家
畜
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
輸
送
な
ど
）
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
た
め
の
効
用
主
義
的
な
見

方
で
あ
る
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
宣
伝
に
み
る
乗
馬
、乳
製
品
、ミ
ル
ク
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
宣
伝
の
牛
な
ど
。

四
　

自
然
の
一
部
と
し
て
。
車
が
登
場
す
る
広
告
の
背
景
と
し
て
、
熱
帯
雨

林
で
飛
ぶ
絶
滅
危
機
種
の
鳥
な
ど
。

五
　

シ
ン
ボ
ル
や
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
。
特
別
の
特
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
が
タ
イ
ヤ
の
パ
ワ
ー
や
ス
ピ
ー
ド
を
象
徴
す

る
ケ
ー
ス
な
ど
が
相
当
す
る
。
ま
た
、
プ
ロ
や
専
門
家
と
し
て
、
ネ
ズ

ミ
が
チ
ー
ズ
を
擬
人
的
に
買
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
。

　

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
分
類
す
る
際
に
つ
い
て
も
上
記
の
類

型
を
参
考
と
す
る
。
本
稿
で
密
接
に
関
連
し
て
く
る
の
は
、
四
の
類
型
と
容
易

に
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
類
型
に
つ
い
て
も
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
異
な

る
類
型
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
環
境

保
護
を
訴
え
る
表
現
で
は
、
動
物
や
森
林
の
栄
養
源
や
道
具
と
し
て
の
側
面
は

切
り
捨
て
ら
れ
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
地
元
の

地
域
社
会
の
生
活
者
と
し
て
の
視
点
や
日
常
生
活
よ
り
も
、
先
進
国
の
視
聴
者

が
想
像
す
る
自
然
を
表
現
し
、
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

5
． 

題
材
と
な
る
C 

M
と
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス

　

具
体
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
実
際
に
両
国
で
放
映
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
森
林
共
同
体
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
保
護
」
と
い
う
C 

M
を
用
い
、
両

国
の
学
生
の
グ
ル
ー
プ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
日
本
へ
の
留
学
生
が
対

象
）に
そ
れ
ぞ
れ
C 

M
に
つ
い
て
自
由
討
論
を
行
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、

「
自
分
が
作
り
手
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
C 

M
を
改
善
し
、
作
り
変
え
て
い

く
の
か
」
と
い
う
論
点
を
提
示
し
た
。
議
論
を
活
性
化
さ
せ
、
同
時
に
方
向
性

を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
C 

M
を
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
視
点
か
ら

改
善
点
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
意
図
か
ら
、
調
査
者
の
側
か
ら
論
点
の
提
示
を
行
な
っ
た
。

　

題
材
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
く
と
、
視
聴
し
て
も
ら
う
C 

M
は
一
九
九
五

年
A 

C 

C
賞
受
賞
作
品
で
あ
る
。
主
体
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
森
林

共
同
体
は
、
現
地
の
林
業
・
製
紙
企
業
を
中
心
と
し
た
団
体
で
あ
る
。
関
係
者

の
話
で
は
、
C 

M
作
製
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
後
押
し
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
九
四
年
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
よ
る
森
林
伐
採
に
関

す
る
番
組
の
際
に
放
映
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
〇
秒
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
番
組
の
合
い
間
に
、
三
パ
タ
ー
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
の
み
放
映
さ
れ
る
と

い
う
「
一
回
打
ち
切
り
型
」
の
特
殊
な
C 

M
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
通
常
の
番
組
で
複
数
回
放
映
さ
れ
た
。

　

C 

M
で
は
、
色
彩
豊
か
な
映
像
で
熱
帯
雨
林
の
動
物
・
植
物
が
二
、三
秒
程

度
の
頻
度
で
切
り
替
わ
り
な
が
ら
映
し
出
さ
れ
る
（
図
1
）。
映
像
の
上
に
文
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字
が
表
わ
れ
る
形
式
で
、
肉
声
に
よ
る
朗
読
が
な
い
（
二
カ
国
で
の
放
映
を
容

易
に
し
た
要
因
と
も
い
え
る
）。
色
鮮
や
か
な
映
像
と
そ
れ
を
盛
り
上
げ
る
音

楽
と
鳥
や
動
物
の
鳴
き
声
の
音
響
効
果
で
始
ま
り
、
終
盤
は
静
か
に
文
字
を
読

ま
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
台
詞
の
内
容
は
、ま
ず
は
熱
帯
雨
林
の
価
値
を
、

次
に
そ
の
危
機
を
訴
え
て
い
る
。
直
後
で
そ
の
危
機
が
人
間
に
及
ぼ
す
影
響
に

言
及
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
森
林
保
全
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
と
、
そ
れ

が
世
界
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
訴
え
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
三
部
作
の
最
後
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
み
、「
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
森
林
の
な
い
世
界
を
。」
と
い
う

始
ま
り
で
、
熱
帯
林
雨
林
の
価
値
や
危
機
を
訴
え
る
部
分
を
飛
ば
し
て
、
人
間

に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
植
林
な
ど
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
森
林
保
全
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
に
前

も
っ
て
放
映
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
熱
帯
雨
林
の
価
値
が
訴
え

ら
れ
て
い
る
効
果
を
勘
案
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
基
本
的
に
は
、「
保
護
価

値
」、「
危
機
」、「
人
間
社
会
へ
の
影
響
」、「
自
国
の
保
護
活
動
の
P 

R
」、「
世

界
の
た
め
」
と
い
う
順
番
と
構
図
に
三
部
作
と
も
変
化
は
な
い
。

　

次
に
参
加
者
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
く
。
両
方
の
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者

は
、
東
京
大
学
の
森
林
科
学
専
攻
の
学
生
グ
ル
ー
プ
で
、
日
本
人
は
四
年
生
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
は
大
学
院
の
留
学
生
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
森
林
保
全
と
い
う
テ
ー
マ
に
比
較
的
馴
染
み
が
あ
る
層
を
対
象
と
し
た
の

は
、
題
材
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
議
論
が
拒
否
さ
れ
た
り
、
混
乱
し
た

り
す
る
こ
と
を
避
け
る
意
図
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
自
主
的
に
集
ま
っ
て
も
ら

う
形
式
の
た
め
、
日
本
人
グ
ル
ー
プ
は
九
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ
ル
ー
プ
は

四
名
と
い
う
人
数
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
言
語
に
つ
い
て

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
は
、
日
本
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
翻
訳
文
を
手
渡

し
た
（
た
だ
し
、
三
名
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
母
国
語
で
C 

M
を
視
聴
し
た

こ
と
が
過
去
に
あ
っ
た
）。
各
グ
ル
ー
プ
一
回
限
り
の
議
論
で
あ
る
こ
と
、
専

門
分
野
の
限
定
、
人
数
の
ば
ら
つ
き
な
ど
か
ら
、
本
研
究
の
結
果
が
両
国
の
代

表
的
な
意
見
を
反
映
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
（
往
々
に
し
て
、
社
会
は

一
枚
岩
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
で
は
な
く
、
代
表
的
な
意
見
も
存
在
し
な
い
）。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
も
、
二
つ
の
国
で
共
通
し
て
放

映
さ
れ
た
題
材
で
、
利
害
が
対
立
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
反
応
を
探
求
す
る
意
義
は
大
き
い
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
具
体
的
に
C 

M
視
聴
後
に
観
察
さ
れ
た
両
国
か
ら
の

学
生
の
反
応
を
描
写
し
て
い
く
。
C 

M
映
像
（
三
篇
各
三
十
秒
）

を
視
聴
後
、「
自
分
た
ち
が
製
作
者
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
C 

M

の
映
像
、テ
キ
ス
ト
、音
響
を
変
え
て
い
く
か
」
と
い
う
題
目
で
、

三
〇
分
程
度
を
目
安
に
議
論
し
て
も
ら
っ
た
。
議
論
の
方
向
性
や

図―1： CM「インドネシア森林

共同体 / インドネシア

の森林保護」

（出典： 一 九 九 五 年 ACC　
CM 年鑑　全日本 CM 協議会

誠文堂新光社）
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展
開
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
調
査
者
の
側
か
ら
の
指
示
は
最
小

限
に
留
め
る
よ
う
、配
慮
し
た
。
日
本
人
グ
ル
ー
プ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ
ル
ー

プ
共
に
、
映
像
美
、
体
験
と
し
て
の
新
鮮
さ
な
ど
、
最
初
の
反
応
は
好
意
的
で

あ
っ
た
。

　

日
本
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
特
に
「
完
成
品
」
と
い
う
言
葉
に
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
、
受
け
手
と
し
て
の
距
離
を
取
る
態
度
が
先
行
し
た
。
そ
の
後
も
、
日
本

人
グ
ル
ー
プ
の
議
論
は
、
素
人
が
C 

M
を
批
判
す
る
こ
と
の
限
界
、
プ
ロ
の
完

成
度
は
高
す
ぎ
る
と
い
っ
た
、
C 
M
批
判
に
対
す
る
「
敷
居
の
高
さ
」
が
主
題

と
な
っ
た
。
歴
史
的
に
、
昔
は
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
お
け
る
C 

M
製
作
者
の
地

位
が
低
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
C 
M
の
地
位
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
（
山

田
、
二
〇
〇
六
）。
他
に
も
「
観
光
業
と
環
境
保
全
の
ど
ち
ら
が
目
的
な
の
か

不
明
」
と
い
っ
た
製
作
意
図
の
不
明
確
さ
、
C 
M
製
作
者
の
情
報
不
足
な
ど
、

比
較
的
C 

M
と
い
う
題
材
に
終
始
し
た
議
論
と
な
っ
た
。
C 

M
の
製
作
の
動

機
と
し
て
、
日
本
人
向
け
の
観
光
を
意
図
し
て
い
る
の
か
、
保
全
活
動
を
呼
び

か
け
て
い
る
の
か
、
意
図
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
議
論
と
な
っ
た
。
方
法

論
の
三
分
野
で
い
え
ば
、「
生
産
」
の
領
域
に
や
や
偏
っ
た
議
論
と
な
っ
た
。

全
体
と
し
て
の
感
想
で
は
「
他
の
学
生
と
議
論
し
た
こ
と
が
新
鮮
で
あ
っ
た
」、

「
こ
れ
ま
で
は
映
像
や
C 

M
に
受
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
た
」
な
ど
、

題
材
と
し
て
の
C 

M
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
議
論

の
内
容
は
C 

M
と
い
う
題
材
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
方
法
論
で

提
示
し
た
、Lerner

とK
alof

（1999

）に
基
づ
い
た
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー（
二
〇
〇
七
）

の
枠
組
を
適
用
す
る
の
は
、
困
難
を
伴
う
。
動
物
の
表
象
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
強
い
て
い
え
ば
、
当
初
の
映
像
美
や

完
成
度
の
高
さ
に
つ
い
て
の
言
及
が
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ
ル
ー
プ
も
、
最
初
の
感
想
は
日
本
人
と
類
似
し
て
映
像

美
を
称
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
国
民
と
し
て

熱
帯
林
の
映
像
を
誇
り
に
感
じ
る
、
と
い
う
意
見
も
出
た
。
ま
た
、
日
本
人
の

反
応
に
つ
い
て
「
き
っ
と
興
奮
し
、
熱
帯
林
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
す
る
だ

ろ
う
」
と
推
測
す
る
学
生
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
最
初
の
感
想
の
後
は
、
C 

M

の
熱
帯
雨
林
の
表
象
と
し
て
の
適
切
さ
、
代
表
性
、
自
ら
の
体
験
と
の
比
較
な

ど
、
熱
帯
雨
林
と
い
う
内
容
に
関
し
て
批
判
的
な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
最
近
の
森
林
火
災
、
破
壊
の
進
行
速
度
、
違
法
伐
採
の
問
題

と
い
っ
た
熱
帯
雨
林
の
「
負
の
側
面
」
へ
の
言
及
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
「
熱
帯
雨
林
の
『
本
当
』（real

）
の
状
態
」
と
い
う
単
語
が
繰
り
返

し
話
題
と
な
っ
た
。「
自
分
で
あ
れ
ば
森
林
破
壊
の
映
像
を
い
れ
る
」、「
森
林

破
壊
が
進
ん
で
い
る
進
行
の
速
度
に
つ
い
て
、
統
計
的
な
数
字
を
挿
入
す
る
こ

と
で
世
界
に
危
機
を
訴
え
た
い
」「
綺
麗
な
動
物
だ
け
で
は
な
く
、
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
動
物
の
現
状
を
伝
え
る
映
像
が
必
要
だ
」
と
い
う
具
合
に
、

C 

M
の
構
成
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
の
交
換
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
特
に
動

物
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
九
八
年
の
森
林
火
災
の
体
験
と
、
そ
の
火
災

後
に
熊
が
餌
を
求
め
て
通
常
は
食
べ
な
い
樹
種
を
食
べ
て
い
た
話
な
ど
、
非
常

に
具
体
性
に
富
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
追
加
さ
れ
る

現
状
や
実
情
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
、
森
林
の
劣
化
・
破
壊
、
絶
滅

に
瀕
す
る
動
物
、
熱
帯
雨
林
が
世
界
に
も
た
ら
す
便
益
、
森
林
資
源
に
依
存
す

る
人
の
数
（
六
割
が
都
市
部
以
外
の
地
域
社
会
で
生
活
し
て
い
る
）
と
な
っ
て

い
た
。
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フ
リ
ッ
ト
ナ
ー
（
二
〇
〇
七
）
の
枠
組
を
適
用
す
る
と
、
C 

M
で
は
（
四
）

の
自
然
の
一
部
と
し
て
の
み
表
象
さ
れ
る
動
物
が
、
実
は
地
域
の
災
害
や
社
会

に
大
い
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
、
参
加
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
動
物
の

表
象
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
熱
帯
雨
林
や
野
生
動
物
の
保
全
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て

も
、
便
益
が
世
界
的
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
的
な
支
援
を

受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、南
北
問
題
の
際
の
典
型
的
な
主
張
が
な
さ
れ
た
。

世
界
に
熱
帯
雨
林
便
益
を
訴
え
る
際
に
、
動
物
の
表
象
の
特
別
な
役
割
に
つ
い

て
も
参
加
者
は
認
識
し
て
お
り
、
美
し
い
映
像
だ
け
で
は
な
く
、
絶
滅
や
窮
状

を
訴
え
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

6
．
結
論

　

同
じ
映
像
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
視
聴
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
テ
ー
マ
化
す
る
ト
ピ
ッ
ク
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
南
北
の
費
用

負
担
問
題
や
価
値
観
の
衝
突
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論
さ
れ
る
ト
ピ
ッ
ク

そ
の
も
の
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。こ
こ
で
は
一
回
の
議
論
で
あ
っ
た
の
で
、

偶
然
で
あ
っ
た
の
か
、
統
計
的
に
有
意
な
現
象
な
の
か
の
検
証
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
限
界
を
認
識
し
つ
つ
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
議
論
過
程
と
方
向
性

か
ら
、
同
じ
題
材
の
異
な
る
側
面
を
テ
ー
マ
化
さ
せ
る
力
学
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
行
な
う
。

　

日
本
の
ケ
ー
ス
で
は
、
熱
帯
林
、
生
物
多
様
性
、
動
物
な
ど
が
、「
背
景
」

と
し
て
意
識
さ
れ
、
議
論
の
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
描
写
さ
れ

て
い
る
主
題
が
議
論
さ
れ
な
い
と
い
う
現
象
を
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
学
生
同
士
で
議
論
す
る
こ
と
の
気
恥
ず
か
し
さ
や
、
表
明
さ
れ
た

よ
う
に
C 

M
自
体
の
目
新
し
さ
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
結
果
で
述
べ
た

よ
う
に
、
参
加
者
と
研
究
者
の
C 

M
や
C 

M
を
批
判
す
る
こ
と
に
対
す
る
敷

居
の
高
さ
や
目
線
の
違
い
も
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
議
論
さ

れ
な
い
事
実
を
理
解
す
る
上
で
見
過
ご
し
て
な
ら
な
い
の
は
、「
熱
帯
雨
林
は

美
し
く
保
全
さ
れ
る
対
象
」
と
い
う
前
提
を
自
明
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
事
実

を
訴
え
た
C 

M
の
論
理
構
成
や
内
容
は
議
論
に
な
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
、
当
初
の
完
成
度
の
高
さ
は
、
C 

M
の
論
理

構
成
を
是
認
す
る
論
調
が
高
か
っ
た
。
前
提
や
論
理
構
成
の
批
判
や
問
い
か
け

が
行
な
わ
れ
ず
、
題
材
（
C 

M
）
そ
の
も
の
が
議
論
さ
れ
た
と
い
う
考
え
方
が

で
き
る
。

　

逆
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ケ
ー
ス
で
は
、
熱
帯
雨
林
の
保
護
価
値
に
は
同
意
し

つ
つ
も
、
具
体
的
な
改
善
案
が
出
さ
れ
た
。
C 

M
で
表
象
さ
れ
る
美
だ
け
で

は
な
く
、
火
災
、
違
法
伐
採
、
動
物
の
保
護
な
ど
、
現
実
を
伝
え
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
C 

M
が
構
築
し
た
熱
帯
雨
林
の
な
か
の
生
物
多
様
性

の
表
象
は
、
先
進
国
の
国
民
に
は
「
自
然
美
」
で
あ
っ
て
も
、
途
上
国
の
国
民

に
は
現
実
の
課
題
を
反
映
し
て
い
な
い
も
の
、
自
然
で
は
な
く
リ
ア
リ
テ
ィ
に

欠
け
る
も
の
と
い
う
「
読
み
の
南
北
問
題
」
を
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
二
グ
ル
ー
プ
の
反
応
の
差
は
、
国
際
的
な
生
物
多
様
性
や
熱
帯
林
を
め
ぐ

る
議
論
の
縮
図―

先
進
国
が
保
護
価
値
を
打
ち
出
す
一
方
で
途
上
国
が
費
用
負

担
や
開
発
の
権
利
を
訴
え
る
と
い
う
対
立―

に
も
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ

の
対
立
を
理
解
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
映
像
に
対
し
て
よ
り
自
覚
的
に
な
る
、
つ
ま
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り
、
自
分
に
と
っ
て
は
自
然
で
自
明
な
表
象
で
あ
っ
て
も
実
は
多
様
な
読
み
方

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
手
段
と
し
て
、
C 

M
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
議

論
が
有
効
と
な
り
う
る
こ
と
を
、
今
回
の
結
果
は
示
唆
し
て
い
る
。

　

愛
着
、
栄
養
、
道
具
、
自
然
の
一
部
、
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
フ
リ
ッ
ト
ナ
ー

（
二
〇
〇
七
）
の
枠
組
の
動
物
に
関
す
る
五
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
、
自
然
の

一
部
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
た
日
本
人
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ
ル
ー
プ
は
批
判
的
な
意
見
が
目
立
っ
た
。
そ
こ
で

は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
「
現
実
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
「
自
然
」
と
の
乖

離
、
ま
た
動
物
も
火
災
や
貧
困
な
ど
の
要
因
に
影
響
さ
れ
、
自
然
だ
け
で
は
な

く
社
会
の
一
部
で
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
栄
養
や
生
活
の
場
面
の
道
具

と
し
て
の
側
面
と
、
自
然
の
一
部
と
し
て
の
描
写
の
分
離
を
危
惧
す
る
も
の
で

あ
る
。
も
と
も
と
五
類
型
は
、
数
多
く
の
異
な
る
広
告
の
な
か
の
動
物
表
現
を

分
類
す
る
枠
組
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
作
品
の
な
か
で
の
分
離
や
連
結
な
ど
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
相
関
関
係
に
関
す
る
研
究
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
表
現
さ
れ
て
い

る
C 

M
の
分
類
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
視
点
か
ら
批
判
的
に
、

独
自
の
改
善
点
や
不
自
然
さ
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
広
告
を
成
り
立
た
せ

て
い
る
前
提
や
論
理
構
成
を
再
認
識
し
て
い
く
上
で
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

方
法
論
の
側
面
で
は
、
グ
ル
ー
プ
議
論
を
通
じ
た
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
調
査

と
い
う
方
法
論
の
側
面
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
グ
ル
ー
プ
で
は
想
定
し
た
方

向
、
つ
ま
り
南
北
問
題
や
熱
帯
雨
林
保
全
の
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
に
つ
い
て
議
論

が
展
開
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
題
材
と
し
て

の
C 

M
の
敷
居
の
高
さ
が
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
人
の
学
生
の
感
想
で

は
、
他
の
人
の
意
見
や
感
想
と
の
違
い
な
ど
を
踏
ま
え
、
参
加
者
が
よ
り
自
覚

し
て
C 

M
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
い
う
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
的
な

効
果
は
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
熱
帯
雨
林
地
域
に
お
け
る
観
光
業
の
振
興
に
言

及
は
あ
っ
た
も
の
の
、
熱
帯
雨
林
や
環
境
に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
発
言
は
少
な

か
っ
た
。
両
国
の
学
生
間
の
知
識
の
多
寡
、
問
題
意
識
の
違
い
も
あ
る
が
、
映

像
を
用
い
た
聞
き
取
り
調
査
や
グ
ル
ー
プ
議
論
が
講
義
や
日
常
生
活
で
一
般
的

で
は
な
い
以
上
、
日
本
人
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
全
般
的
な
発
見
や
反
省
以

上
に
踏
み
込
ん
だ
感
想
や
議
論
を
引
き
出
す
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
調

査
者
が
身
近
で
親
し
み
や
す
い
も
の
と
し
て
想
定
し
た
C 

M
と
い
う
題
材
で

あ
っ
た
が
、実
際
の
参
加
者
に
は
「
完
成
品
」
で
コ
メ
ン
ト
が
し
づ
ら
い
と
い
っ

た
認
識
の
差
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、
森
林
科
学
を
専
攻
し
て
い
れ
ば
植
林
、
南

北
問
題
、
貧
富
の
差
と
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い
て
知
識
が
あ
る
も
の
と
想
定
し

て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
グ
ル
ー
プ
議
論
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。

　

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
領
域
が
注
目
さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
本

稿
の
結
果
は
そ
の
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
日
本
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
議
論
の
内
容
の
非
対
称
性
な
ど
は
、
グ
ル
ー
プ
議
論
と
い
う
自

由
度
の
高
い
状
況
が
生
み
出
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
者
と
参
加
者
の

題
材
に
対
す
る
親
近
感
や
批
判
の
容
易
さ
の
違
い
な
ど
の
誤
算
も
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
反
応
と
議
論
が
想
定
外
の
方
向
に
い
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
が
、
南
北
問
題
や
自
然
保
護
な
ど
抽
象
的
で
倫
理
的
な
事
象

に
つ
い
て
、
日
常
の
言
葉
で
活
発
を
意
見
交
換
で
き
た
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
C 
M
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
は
、（
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
会

社
情
報
な
ど
）
C 
M
の
生
産
に
つ
い
て
記
憶
を
と
ど
め
る
と
同
時
に
、
生
産
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し
た
時
代
の
問
題
や
社
会
的
な
事
象
を
伝
え
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
領
域
で
は
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が

分
析
さ
れ
る
と
同
時
に
、オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
視
聴
や
議
論
の
体
験
を
通
じ
て
、

自
ら
の
視
点
や
前
提
と
し
て
い
た
事
柄
の
再
点
検
と
相
対
化
を
行
な
う
場
と
も

な
り
う
る
。
視
覚
的
な
題
材
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
同
一
の

題
材
を
自
分
と
は
異
な
る
集
団
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
み
た
場
合
の
反
応
を
知

る
こ
と
も
、
自
ら
の
視
点
や
文
化
と
、
対
立
す
る
集
団
の
視
点
へ
の
理
解
を
深

め
る
機
会
と
も
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
今
後
も
C 

M
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
を
活
用
し
た
、
実
験
的
な
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
領
域
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

注
釈

　

本
稿
で
は
、
主
に
動
物
の
表
象
と
国
際
的
な
受
容
の
違
い
に
注
目
し
た
が
、

国
内
に
も
異
な
る
集
団
の
価
値
観
の
違
い
を
内
包
す
る
よ
う
な
動
物
の
表
象
に

関
わ
る
事
例
は
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
C 

M
作
品
を
紹
介
し
、
将
来
的
な
研
究
課
題

と
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
有
効
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

最
初
の
C 

M
は
、
一
九
九
四
年
に
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
広
告
で
使

用
さ
れ
た
「
シ
ロ
イ
ル
カ
　

こ
ど
も
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
（
一
九
九
五
年

A 

C 

C
賞
受
賞
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
のI D

1996000082

）。
映
像
は
、
イ
ル
カ
が

泳
い
で
い
る
水
槽
を
や
や
遠
方
の
正
面
か
ら
捕
ら
え
て
い
る
。
水
槽
の
下
の
ほ

う
に
、
比
較
的
小
さ
く
子
供
が
二
人
写
っ
て
お
り
、
水
槽
の
大
き
さ
を
強
調
し

て
い
る
。
視
聴
者
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、
子
供
は
身
動
き
せ
ず
に
い
る
こ
と
か

ら
、
集
中
し
て
見
入
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
イ
ル
カ
は
腹
と
顔
が

視
聴
者
に
向
け
な
が
ら
、
上
下
に
泳
ぎ
回
り
つ
つ
、
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な

開
放
感
を
与
え
る
。
ゆ
っ
く
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
成
人
男
性
の
声
で
、「
海

が
く
れ
た
お
も
ち
ゃ
箱
」
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
作
品
は
、一
九
八
七
年
に
放
映
さ
れ
た
公
共
広
告
機
構
の「
ペ
ッ

ト
公
害
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
広
告
で
あ
る
（
一
九
九
八
年
　

A 

C 

C
賞
受

賞
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
のID

1989000086

）。
雨
の
降
っ
て
い
る
、
薄
暗
い
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
下
の
よ
う
な
光
景
が
映
し
出
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
ゴ
ミ
箱
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。
テ
ン
ポ
の
遅
い
悲
し
げ
な
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
楽
が
流

れ
る
。
ゴ
ミ
箱
の
な
か
か
ら
、
子
猫
が
顔
を
出
し
、
成
人
男
性
の
声
で
ゆ
っ
く

り
と
「
最
近
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
猫
を
捨
て
て
い
く
人
が
い
ま
す
」

と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流
れ
る
。

　

二
つ
の
C 

M
に
共
通
し
て
、
動
物
の
表
象
と
「
お
も
ち
ゃ
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
。
最
初
の
C 

M
に
お
い
て
は
、
動
物
で
あ
る
シ
ロ
イ
ル
カ
が
子

供
に
喜
び
を
与
え
る
存
在
と
し
て
、
お
も
ち
ゃ
と
い
う
言
葉
が
連
想
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
後
者
の
C 

M
で
は
、
命
を
も
た
な
い
物
体
と
し
て
動

物
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
状
況
を
告
発
す
る
言
葉
と
し
て
「
お
も
ち
ゃ
」
と
い

う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
動
物
が
喜
び
や
親
近
感
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
前
者
の
C 

M
で
は
水
族
館
を
訪
れ
る
こ
と
を
誘
っ

て
お
り
、
後
者
で
は
ペ
ッ
ト
の
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。

　

動
物
園
や
水
族
館
と
い
う
動
物
に
と
っ
て
は
「
不
自
然
」
な
場
が
、
子
供
に

と
っ
て
楽
し
み
を
も
た
ら
す
道
具
、
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
視
聴

す
る
集
団
や
文
脈
に
よ
っ
て
は
問
題
視
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
高
い
費
用
を

負
担
し
て
で
も
サ
ル
が
上
下
の
縦
方
向
に
も
移
動
で
き
、
サ
ル
の
ス
ト
レ
ス
が
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軽
減
さ
れ
る
檻
を
設
計
す
る
こ
と
が
専
門
家
の
間
で
議
論
さ
れ
て
い
る
今
般
、

子
供
の
側
の
み
の
楽
し
み
を
追
求
し
て
い
る
表
象
は
、
将
来
的
に
は
波
乱
含
み

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
次
に
ペ
ッ
ト
公
害
の
事
例
は
、
動
物
の
表
象
を
介
し
て

日
本
社
会
内
部
で
摩
擦
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
。
子
猫
の
無
垢
さ
と
困
難
な
先

行
き
を
暗
示
し
、「
痛
み
を
共
有
で
き
る
「
我
々
」
へ
の
連
帯
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
共
感
の
呼
び
か
け
に
終
始
し
て
い
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
を

捨
て
る
こ
と
の
法
的
な
罰
則
や
、
ペ
ッ
ト
を
捨
て
て
し
ま
う
『
彼
ら
』」
を
描

い
て
い
な
い
点
で
、
動
物
福
祉
団
体
の
な
か
に
は
批
判
的
な
見
方
も
あ
る
。
二

つ
の
C 

M
で
は
、
南
北
問
題
や
環
境
保
護
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
日
本
と
い
う
社
会
的
な
集
団
の
な
か
に
お
い
て
も
、
動
物
の
表
象
を
介
し

て
、
異
な
る
利
害
や
嗜
好
が
表
面
化
し
う
る
こ
と
が
分
か
る
。

謝
辞

　

本
原
稿
は
、
二
〇
〇
四―

二
〇
〇
五
年
度
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
共
同
研
究
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映
像
に
み
る
物
質
文
化
と
情
報
文
化
」（
代
表

山
田
奨
治
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
特
に
同
研
究
会
に
お
け
る
A 
C 
C
賞

受
賞
作
品
の
C 

M
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
本
稿
を
書
く
に
当
た
り
、
二
〇
一
〇―

二
〇
一
一
年
度
文
部
科
学
省
特

定
領
域
研
究
公
募
研
究
「
サ
ン
ゴ
礁
学
」『
人
と
サ
ン
ゴ
礁
の
共
生
・
共
存
系

構
築
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
戦
略
の
策
定
』（
代
表
関
谷

直
也
）
の
助
成
を
い
た
だ
い
た
。

　

東
京
大
学
で
は
、
グ
ル
ー
プ
議
論
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
貴
重
な
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。
神
崎
護
氏
（
京
都
大
学
）
及
び
井
上
真
氏
（
東
京
大
学
）

に
は
、
原
稿
の
推
敲
や
熱
帯
雨
林
に
関
す
る
当
時
の
議
論
に
つ
い
て
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。

　

尚
、
本
稿
は
日
本
熱
帯
生
態
学
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
発
表
し
た
成
果
（
日

本
人
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
）
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
　

動
物
が
自
ら
を
表
現
し
、
反
論
す
る
手
段
が
著
し
く
限
ら
れ
て
お
り
、
究
極
の
他

者
が
「
動
物
」
で
あ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
運
動

や
学
派
も
存
在
す
る
。
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